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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに平行または非平行な上面と下面、及び、側面を有する誘電体と、前記誘電体に形
成された上面アンテナ部、下面アンテナ部及び側部アンテナ部と、タグＩＣとを備え、少
なくとも前記上面アンテナ部、下面アンテナ部及び側部アンテナ部によって１つのタグア
ンテナが形成されているとともに、前記タグアンテナを形成する複数のアンテナ部のいず
れか１つのアンテナ部の途中部が切断されて形成された２個の電極端子部の相互間に、前
記タグＩＣが接続されて実装されていることを特徴とする無線タグ。
【請求項２】
　前記タグアンテナを形成する複数のアンテナ部から、前記下面アンテナ部を除いた残り
のアンテナ部の導体長が、前記タグＩＣを含んで通信周波数の等価電気長の略１／４波長
であることを特徴とする請求項１記載の無線タグ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａ
ｔｉｏｎ）システムなどに用いられる無線タグに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＲＦＩＤシステムは、通常、書き込み・読み出し機能を持つリーダと無線タグから構成
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される。従来、特にマイクロ波領域では、無線タグとして、バッテリを内蔵したタグがＦ
Ａ分野等でよく利用されている。また、最近では、半導体の進展により、リーダからの送
信電波を検波し、それを駆動電力としてタグ動作を行わせるバッテリレスタグが登場し、
ＦＡのほか、物流・流通・商品の履歴管理等の分野で大きな活用・展開が予定されている
（例えば、特許文献１参照。）。
【０００３】
　ＲＦＩＤシステムは、例えば図２０に示すように、情報データの書き込み機能も有する
リーダＲＷ、リーダアンテナＲＡ、無線タグＴとから構成されており、リーダＲＷは電波
信号を送出し、このリーダＲＷからの送出電波信号を無線タグＴが受け、タグ内のメモリ
に蓄積された情報で、入力信号に反射変調を与えてリーダＲＷに返送する。そして、無線
タグＴから返送された信号をリーダＲＷにて復調してタグ情報を取り出すようになってい
る。
【０００４】
　ＲＦＩＤシステムに利用される無線タグの代表的な例を図２１（Ａ）、（Ｂ）に示す。
【０００５】
　図２１に示す無線タグＴ２０は、誘電体基板２０２の上に、信号を電波として送受信す
るダイポールアンテナ２０１を形成するとともに、タグ処理機能をもつタグＩＣ５を組み
込んで一体化したものである。このような無線タグＴ２０の誘電体基板２０２にはポリプ
ロピレンやポリイミド等の薄い誘電体基板、あるいは、ある程度の厚みを有するガラスエ
ポキシ基板等が用いられる。なお、図２１の破線はダイポールアンテナ２０１から放射さ
れる電波の電界成分Ｅの方向を示している。
【０００６】
　無線タグにダイポールアンテナを適用する場合、サイドローブの問題を考慮すれば、ア
ンテナ長さは１波長程度以下に設定される。その中でも、アンテナ長さを通信周波数の等
価波長λｇの半波長（λｇ／２）程度に設定するのが一般的である。等価波長λｇは、ア
ンテナが実装された誘電体基板の誘電率（ε）の効果を受け自由空間波長より短くなり、
誘電体基板の厚さにもよるが、通常１／√ε程度に波長は短縮される。
【０００７】
　ダイポールアンテナの特徴は、アンテナの長さ方向をアンテナ軸として、その周囲３６
０度にわたって信号の放射特性を有することであり、従って、リーダアンテナとの通信が
アンテナ軸の周囲方向からアクセスできるため、周囲方向から通信を行うような用途にお
いては有効な無線タグを構成することができる。
【０００８】
　ところで、無線タグを使用する際に、無線タグを取り付けた物品のタグ方向を意識する
ことなく物品を設置する場合、無線タグとの通信があらゆる方向から行えることができれ
ば、無線タグの読み取りの操作性が非常に容易となる。しかしながら、ダイポールアンテ
ナは、軸方向に対しては感度を持たないため、無線タグの全方向から通信を行うような用
途においては問題がある。
【特許文献１】２００３－２４９８２０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　前述したように、従来では簡単に作製できる無線タグとして、半波長ダイポールアンテ
ナにタグＩＣを実装する方式がよく利用されている。しかしながら、半波長ダイポールア
ンテナを有する無線タグは、その電波指向特性が、アンテナ軸に対して全周囲方向に放射
されるが、軸方向に対しては放射感度がない。そのため、物品に実装された無線タグと通
信を行う場合に、通信感度のある方向から通信を行う必要があり、無線タグの利用形態が
制約される。
【００１０】
　また、従来の無線タグは、誘電体薄膜面を金属物体等に貼り付けて利用することはでき
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ない。すなわち、無線タグを金属物体に貼り付けた場合、金属表面上でそれと平行な電界
成分は存在することができないから、平行電界成分を打ち消す仮想電界が発生し、無線タ
グからの電波放射は生じなくなって通信が不可となる。さらに、略半波長程度の長さが必
要であるため、時計や貴金属等の小物物品や、無線タグを実装する物体のスペースが小さ
い場合には適さない。このようなことから、従来の無線タグでは利用範囲が制約されると
いう問題がある。
【００１１】
　本発明はそのような実情に鑑みてなされたもので、非金属物体及び金属物体のいずれに
装着しても通信が可能で利用範囲が広く、しかも通信の自由度が高くて通信の操作性が良
好な小型の無線タグの提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の無線タグは、　互いに平行または非平行な上面と下面、及び、側面を有する誘
電体と、前記誘電体に形成された上面アンテナ部、下面アンテナ部及び側部アンテナ部（
例えば側面アンテナ部または誘電体を貫通する棒状の側部アンテナ部）と、タグＩＣとを
備え、少なくとも前記上面アンテナ部、下面アンテナ部及び側部アンテナ部によって１つ
のタグアンテナが形成されているとともに、前記タグアンテナを形成する複数のアンテナ
部のいずれか１つのアンテナ部の途中部が切断されて形成された２個の電極端子部の相互
間に、前記タグＩＣが接続されて実装されている（以下、単に「アンテナ部に前記タグＩ
Ｃが実装されている」とも称する）ことを特徴としている。
【００１３】
　この発明の無線タグにおいて、前記誘電体上に形成したタグアンテナの全導体長が、タ
グＩＣを含んで通信周波数の等価電気長の略１波長以下（略１波長も含む）であることが
好ましい。また、タグＩＣはタグアンテナ端から全等価電気長の略１／４～１／２波長付
近に設置することが好ましい。
【００１４】
　この発明の無線タグによれば、タグアンテナを少なくとも上面アンテナ部、下面アンテ
ナ部及び側部アンテナ部によって構成して、タグアンテナを立体的に折り曲げたパターン
としているので、通常のダイポールアンテナ型の無線タグに比べて小型化を達成できる。
【００１５】
　また、上面アンテナ部と下面アンテナ部との間に挟まれた誘電体の誘電率による電波信
号の波長短縮効果を利用し、前記誘電体の上面及び下面より放射される電波の伝搬位相差
をより大きくしているので、上面アンテナ部と下面アンテナ部から逆向きの電界成分で放
射された信号波は相殺効果が弱くなる結果、誘電体の上面側と下面側への電波放射効果を
高めることができる。特に、上面アンテナ部と下面アンテナ部との間隔を等価波長（λｇ
）のλｇ／４とすれば、上面アンテナ部と下面アンテナ部からの放射は同相となり、電界
成分が加算されて放射効果は最大となる。しかも、側部アンテナ部からも電波が放射され
ることから、互いに直交する少なくとも２方向（２軸）に電界成分をもつ電波が放射され
、異なる２方向からリーダとの通信が可能になる。さらに、誘電体の波長短縮効果の利用
によりタグ全体の小型化を達成できる。
【００１６】
　この発明の無線タグにおいて、前記誘電体の上面の上面アンテナ部を下面に投影（垂直
投影）した投影領域と、当該下面の下面アンテナ部の形成領域とが相互にずれるように各
アンテナ部を配置するか、あるいは、前記誘電体の上面の上面アンテナ部を下面に投影（
垂直投影）した投影形状と、当該下面の下面アンテナ部の形状とが異なる形状とすると、
上面アンテナ部と下面アンテナ部の上下方向への電波放射と直交した横方向に、同じ電界
方向を有する電波が放射される。これにより、リーダによる無線タグとの通信は、横方向
からも可能となる結果、通信の操作性が向上する。
【００１７】
　この発明の無線タグにおいて、前記タグアンテナを形成する複数のアンテナ部つまり上
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面アンテナ部、下面アンテナ部及び側部アンテナ部等の少なくとも１つのアンテナ部を直
角に折れ曲る形状（例えばＬ型パターン）に形成しておくと、側部アンテナ部からの電波
放射を含めて、互いに直交する３方向（３軸）に対して電波放射特性をもつようになり、
リーダによる通信が異なる３方向から可能となり、操作性が更に向上する。
【００１８】
　この発明の無線タグにおいて、前記タグアンテナを形成する複数のアンテナ部つまり上
面アンテナ部、下面アンテナ部及び側部アンテナ部から、下面アンテナ部を除いた残りの
アンテナ部の導体長を、前記タグＩＣを含んで通信周波数の等価電気長の略半波長以下（
略半波長も含む）、望ましくは、略１／４波長とすると、下面アンテナ部を金属物体に貼
り付けた際に、金属物体側にイメージアンテナが形成されて通信が可能となるので、無線
タグを金属物体上に実装することが可能になる。すなわち、実装物体に依存しない無線タ
グを実現でき、利用範囲を大幅に拡大することができる。
【００１９】
　この発明の無線タグにおいて、前記タグアンテナに前記タグＩＣの整合回路を形成して
おけば、タグアンテナとタグＩＣとのインピーダンスの整合が容易になり、タグＩＣの性
能を有効に発揮させることができる。なお、整合回路の具体的な構成としては、タグアン
テナの導体幅を部分的に細くする等によってリアクタンス成分を形成し、タグＩＣのイン
ピーダンス整合回路を形成するという構成を挙げることができる。
【００２０】
　この発明の無線タグにおいて、タグアンテナを構成する複数のアンテナ部つまり上面ア
ンテナ部、下面アンテナ部及び側部アンテナ部等の少なくとも１つのアンテナ部の周縁部
に切り込みまたは凸部を設けて、アンテナ面を流れる電流の経路を長くしておくと、無線
タグの小型化を図ることができる。
【００２１】
　本発明の無線タグは、鋭角または鈍角を作るように形成された互いに隣り合う２面を有
する誘電体と、その誘電体の前記２面にそれぞれ形成されたアンテナ部と、タグＩＣとを
備え、少なくとも前記２面に形成された２つのアンテナ部によって１つのタグアンテナが
形成されているとともに、前記タグアンテナを形成する複数のアンテナ部のいずれか１つ
のアンテナ部に前記タグＩＣが実装されていることを特徴としている。
【００２２】
　この発明の無線タグにおいて、前記誘電体上に形成したタグアンテナの全導体長が、タ
グＩＣを含んで通信周波数の等価電気長の略１波長以下（略１波長も含む）であることが
好ましい。また、タグＩＣはタグアンテナ端から全等価電気長の略１／４～１／２波長付
近に設置することが好ましい。
【００２３】
　この発明の無線タグによれば、少なくとも誘電体の２面に形成した２つのアンテナ部に
よってタグアンテナを構成して、タグアンテナを立体的に折り曲げたパターンとしている
ので、通常のダイポールアンテナ型の無線タグに比べて小型化を達成できる。また、誘電
体の２面に形成した２つのアンテナ部は、その一方のアンテナ部に対して他方のアンテナ
部が傾斜した配置となるので、少なくとも異なる２方向（２軸）に電界成分をもつ電波が
放射され、異なる２方向からリーダとの通信が可能になる。
【００２４】
　この発明の無線タグにおいて、前記誘電体の２面のうちの一方の面のアンテナ部を他方
の面に投影（垂直投影）した投影領域と、当該他方の面のアンテナ部の形成領域とが相互
にずれるように各アンテナ部を配置するか、あるいは、前記誘電体の２面のうちの一方の
面のアンテナ部を他方の面に投影（垂直投影）した投影形状と、当該他方の面のアンテナ
部の形状とが異なる形状にすると、２つのアンテナ部の電波放射方向とは異なる方向に電
波が放射されるので、通信の操作性が向上する。
【００２５】
　この発明の無線タグにおいて、前記タグアンテナを形成する複数のアンテナ部つまり誘
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電体の２面に形成されたアンテナ部から、下面アンテナ部を除いた残りのアンテナ部、す
なわち、上面アンテナ部の導体長が前記タグＩＣを含んで通信周波数の等価電気長の略半
波長以下（略半波長も含む）、望ましくは、略１／４波長とすると、誘電体の２面に形成
されたアンテナ部の下面アンテナ部を金属物体に貼り付けた際に、金属物体側にイメージ
アンテナが形成されて通信が可能となるので、無線タグを金属物体上に実装することが可
能になる。すなわち、実装物体に依存しない無線タグを実現でき、利用範囲を大幅に拡大
することができる。
【００２６】
　この発明の無線タグにおいて、前記タグアンテナを形成する複数のアンテナ部つまり２
つのアンテナ部等の少なくとも１つのアンテナ部を直角に折れ曲る形状（例えばＬ型パタ
ーン）に形成しておくと、側部アンテナ部からの電波放射を含めて、互いに異なる３方向
（３軸）に対して電波放射特性をもつようになり、リーダによる通信が異なる３方向から
可能となり、通信の操作性が更に向上する。
【００２７】
　この発明の無線タグにおいて、前記タグアンテナに前記タグＩＣの整合回路を形成して
おけば、タグアンテナとタグＩＣとのインピーダンスの整合が容易になり、タグＩＣの性
能を有効に発揮させることができる。なお、整合回路の具体的な構成としては、タグアン
テナの導体幅を部分的に細くする等によってリアクタンス成分を形成し、タグＩＣのイン
ピーダンス整合回路を形成するという構成を挙げることができる。
【００２８】
　この発明の無線タグにおいて、タグアンテナを形成する複数のアンテナ部つまり２つの
アンテナ部等の少なくとも１つのアンテナ部の周縁部に切り込みまたは凸部を設けて、ア
ンテナ面を流れる電流の経路を長くしておくと、無線タグの小型化を図ることができる。
【００２９】
　本発明のＲＦＩＤシステムは、前記した特徴を有する無線タグと、前記無線タグに質問
信号を送出して当該無線タグからの応答信号を受信するリーダによって構成されているこ
とを特徴としている。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明の無線タグによれば、タグアンテナを異なる面に形成した複数のアンテナ部によ
って構成して、タグアンテナを立体的に折り曲げたパターンとしているので、通常のダイ
ポールアンテナ型の無線タグに比べて小型化を達成できる。
【００３１】
　また、本発明の無線タグにおいては、複数のアンテナ部から、下面アンテナ部を除いた
残りのアンテナ部の導体長を、タグＩＣを含んで通信周波数の等価電気長の略半波長以下
、望ましくは、略１／４波長とすることで、無線タグを金属物体上に実装することが可能
となる結果、実装物体に依存しない無線タグを実現でき、利用範囲を大幅に拡大すること
ができる。さらに、少なくとも２方向（２軸）もしくは３方向（３軸）に直交した電界成
分をもつ電波を放射することが可能となるので、リーダによる通信が異なる２方向もしく
は３方向から可能となり、通信の操作性が向上する。
【００３２】
　そして、以上のような特徴を有する無線タグを使用することにより、ＦＡ・物流・流通
・商品の履歴管理などの各種分野において、通信の信頼性が高くて通信の操作性に優れた
ＲＦＩＤシステムを簡単に構築することが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００３４】
　＜実施形態１＞
　図１は本発明の無線タグの一例を示す平面図（Ａ）及び中央縦断面図（Ｂ）を併記して
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示す図である。図２（Ａ）及び（Ｂ）はそれぞれ図１の無線タグを上面側及び下面側から
見た斜視図である。
【００３５】
　この例の無線タグＴ０は、直方体形状（または薄い基板状）の誘電体１と、その誘電体
１の上面１ａ、下面１ｂ及び側面１ｃにそれぞれ形成された上面アンテナ部２、下面アン
テナ部３及び側面アンテナ部４と、タグＩＣ５とを備えている。
【００３６】
　上面アンテナ部２と下面アンテナ部３とは側面アンテナ部４によって電気的に接続され
ており、これら上面アンテナ部２、下面アンテナ部３及び側面アンテナ部４によって１つ
のタグアンテナＡＮが形成されている。また、タグＩＣ５は、上面アンテナ２上に実装さ
れており、上面アンテナ部２の導体端に形成された電極端子部２ａに電気的に接続されて
いる。また、図２の斜視図に示すように、下面アンテナ部３は、誘電体１の下面１ｂの全
体に形成されており、誘電体１の上面１ａの一部分に形成された上面アンテナ部２とは、
長さ及び幅が異なっている。
【００３７】
　そして、この例の無線タグＴ０においては、タグアンテナＡＮを上面アンテナ部２、下
面アンテナ部３及び側面アンテナ部４によって構成して、タグアンテナＡＮを立体的に折
り曲げたパターンとしており、さらに、上面アンテナ部２、タグＩＣ５、側面アンテナ部
４及び下面アンテナ部３を含めた長さを、通信周波数の等価電気長（λｇ）の略λｇ／２
（λｇは誘電体の誘電率効果を含めた等価波長）に設定している。従って、無線タグＴ０
の長さが略λｇ／４となっており、通常のダイポールアンテナ型の無線タグに比べて約１
／２に小型化されている。
【００３８】
　なお、上面アンテナ部２とタグＩＣ５、側面アンテナ部４及び下面アンテナ部３を含め
た長さは、通常のダイポールアンテナと同様に、通信周波数の等価電気長の略１波長以下
（略１波長を含む）であってもよい。
【００３９】
　次に、この無線タグＴ０の動作を図３を参照しながら説明する。
【００４０】
　まず、リーダＲＷ（図２０参照）より送出された電波信号が、この例の無線タグＴ０の
タグアンテナＡＮで受信され、タグＩＣ５で反射変調されタグＩＣ５から送出される場合
を想定すると、タグＩＣ５からの信号波は折り返された略λｇ／２アンテナで共振してタ
グアンテナＡＮを励振する。
【００４１】
　ここで、図３において、タグＩＣ５の励振により折り返されたタグアンテナＡＮを流れ
る電流を破線Ｉで示している。タグアンテナＡＮを流れる電流Iは、上面アンテナ部２と
下面アンテナ部３とで逆向きに流れる。その結果、電流Ｉにより誘起され放射される電波
の電界方向は互いに逆向きとなる。すなわち、上面アンテナ部２と下面アンテナ部３とか
ら放射される信号波の電界成分は図３の一点鎖線Ｅａ、Ｅａ’に示すようになる。また、
側面アンテナ部４から放射される信号波の電界成分は一点鎖線Ｅｃで示すようになる。な
お、側面アンテナ部４による電界成分Ｅｃの逆方向成分はない。
【００４２】
　次に、この無線タグＴ０において、紙面の左右方向と上下方向のタグ全体の電波放射を
説明する。
【００４３】
　まず、前記したように、上面アンテナ部２と下面アンテナ部３とから放射される逆電界
成分Ｅａ及びＥａ’の信号波は、それぞれ、図３の紙面の左右方向と紙面の前後方向に放
射され、無線タグＴ０の全体から放射される信号波はそれらの合成波となる。しかし、上
面アンテナ部２と下面アンテナ部３から放射される信号波の電界成分は互いに逆向きとな
るため、左右方向・前後方向の信号波の電界成分は打ち消す方向に作用する。
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【００４４】
　ところで、上面アンテナ部２と下面アンテナ部３から誘電体１の内部方向に伝搬する信
号波は、誘電体１の比誘電率εの波長圧縮効果を受けるので、誘電体１内の伝搬に伴って
等価電気長λｇεに相当する位相回転が生じる。このような波長圧縮効果は誘電率が大き
いほど高く、概して誘電体１の比誘電率εの√ε分の１程度に短縮される。
【００４５】
　その結果、上面アンテナ部２と下面アンテナ部３から放射された信号波の相殺効果は薄
れ、合成波が無線タグＴ０から図３の紙面の左右方向へ放射されることとなる。さらに、
等価電気長λｇεによる位相回転がπに相当すれば、上面アンテナ部２と下面アンテナ部
３から放射される信号波は同相となり、電界成分が加算されて放射効果は最大となる。
【００４６】
　なお、電界成分Ｅａ及びＥａ’によって、図３の紙面の前後方向（直交方向）に放射す
る信号波は、やはり電界方向が逆向きであり打ち消す方向に働く。その結果、電界Ｅａと
Ｅａ’の合成波の差分だけが紙面の前後方向に放射される。
【００４７】
　以上のように、上面アンテナ部２と下面アンテナ部３とを比較的厚い誘電体１を挟んで
配置することにより、タグ全体を小型化しても信号波の放射効果を高めることができる。
【００４８】
　また、誘電体１の基板程度の薄い厚さである場合でも放射効率を高めることができる。
その手法として、図２の斜視図に示したように、上面アンテナ部２と下面アンテナ部３と
を長さ・幅が異なるパターンとする方法が有効である。このような方法を採用すると、上
面アンテナ部２から放射される信号波と、下面アンテナ部３から放射されるの信号波の強
さとが異なるようになるので、電界方向の相反する放射信号の相殺効果を弱めることがで
きる。また、側面アンテナ部４から放射される信号波は、前記したように図３の一点鎖線
Ｅｃで示す電界成分を有し、図３の紙面の上下方向および前後方向に放射される。従って
、この例の無線タグＴ０は、基本的に図３の左右方向及び上下方向に電波を放射すること
が可能となる。
【００４９】
　なお、以上の例において、略λｇ／２長さを折り返した上面アンテナ部２及び下面アン
テナ部３に関して、各アンテナ部２，３の電流はそのエッジ付近を流れることから、各ア
ンテナ部２，３のアンテナ導体幅を太くすると、タグアンテナＡＮの全長を短くすること
ができ、無線タグＴ０を更に小型化することができる。
【００５０】
　ここで、図１の例では、誘電体１の１つの側面１ｃに側面アンテナ部４を形成し、この
側面アンテナ部４によって上面アンテナ部２と下面アンテナ部３とを接続しているが、本
発明はこれに限られることなく、例えば図４（Ａ）及び（Ｂ）に示すように、誘電体１の
厚さ方向を貫通する棒状の側部アンテナ部６を設け、この側部アンテナ部６にて上面アン
テナ部２と下面アンテナ部３とを接続して、これら上面アンテナ部２、下面アンテナ部３
及び側部アンテナ部６によって、無線タグＴ０１のタグアンテナＡＮ’を形成する構造と
してもよい。この図４の無線タグＴ０１においても、側部アンテナ部６が前記した図１の
例の側面アンテナ部４と同じ方向に電波を放射することができるので、少なくとも２方向
（２軸）に電波を放射することができる。
【００５１】
　なお、図４に示す無線タグＴ０１は、図１の例において側面アンテナ部４の構成に替え
て、棒状の側部アンテナ部６を設けたこと以外は、図１の例と同じ構造である。
【００５２】
　－ＲＦＩＤシステム－
　図１に示す無線タグＴ０を用いて図２０に示すようなＲＦＩＤシステムを構築すること
ができる。この場合、図２０のＲＦＩＤシステムにおいて、リーダＲＷから送られた無線
タグＴ０のタグアンテナＡＮで捉えられ、タグＩＣ５に供給される。タグＩＣ５では、Ｉ
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Ｃ内のメモリ情報で、入力信号が反射変調され、再びタグアンテナＡＮからリーダＲＷ側
に放射される、リーダＲＷ側に放射された信号は、リーダＲＷのリーダアンテナＲＡで受
信され復調される。これにより、無線タグＴ０が動作してタグ内の情報がリーダＲＷで取
り出される。
【００５３】
　＜実施形態２＞
　図５は本発明の無線タグの別の例を示す平面図である。図６は図５の無線タグを上面側
から見た斜視図である。
【００５４】
　この例の無線タグＴ１は、直方体形状（または薄い基板状）の誘電体１１と、その誘電
体１１の上面１１ａ、下面１１ｂ及び側面１１ｃにそれぞれ形成された上面アンテナ部１
２、下面アンテナ部１３及び側面アンテナ部１４と、タグＩＣ５とを備えている。
【００５５】
　上面アンテナ部１２と下面アンテナ部１３とは側面アンテナ部１４によって電気的に接
続されており、これら上面アンテナ部１２、下面アンテナ部１３及び側面アンテナ部１４
によって１つのタグアンテナＡＮ１が形成されている。また、タグＩＣ５は、上面アンテ
ナ部１２上に実装されており、上面アンテナ部１２の導体端に形成された電極端子部１２
ａに電気的に接続されている。
【００５６】
　そして、この例の無線タグＴ１では、タグアンテナＡＮ１を上面アンテナ部１２、下面
アンテナ部１３及び側面アンテナ部１４によって構成して、タグアンテナＡＮ１を立体的
に折り曲げたパターンとしており、さらに、上面アンテナ部１２、タグＩＣ５、側面アン
テナ部１４及び下面アンテナ部１３を含めた長さを、通信周波数の等価電気長（λｇ）の
略λｇ／２（λｇは誘電体の誘電率効果を含めた等価波長）に設定している。従って、無
線タグＴ１の長さが略λｇ／４となっており、通常のダイポールアンテナ型の無線タグに
比べて約１／２に小型化されている。
【００５７】
　なお、上面アンテナ部１２とタグＩＣ５、側面アンテナ部１４及び下面アンテナ部１３
を含めた長さは、通常のダイポールアンテナと同様に、通信周波数の等価電気長の略１波
長以下（略１波長を含む）であってもよい。
【００５８】
　さらに、この例の無線タグＴ１においては、図５の平面図に示すように、上面アンテナ
部１２と下面アンテナ部１３の横方向（紙面横方向）に対して電波がより多く放射される
ように、誘電体１１の上面１１ａの上面アンテナ部１２を誘電体１１の下面１１ｂに垂直
に投影した投影領域と、下面１１ｂの下面アンテナ部１３の形成領域とを相互にずらして
いる点、及び、それら上面アンテナ部１２と下面アンテナ部１３とを接続する側面アンテ
ナ部１４をクランク状（もしくはＬ型）に折れ曲るパターンとしている点に特徴がある。
【００５９】
　次に、この例の無線タグＴ１の動作を図５を参照しながら説明する、
　まず、リーダＲＷ（図２０参照）より送出された電波信号が、この例の無線タグＴ１の
タグアンテナＡＮ１で受信され、タグＩＣ５で反射変調されタグＩＣ５から送出される場
合を想定すると、タグＩＣ５からの信号波は折り返された略λｇ／２アンテナで共振して
タグアンテナＡＮ１を励振する。
【００６０】
　タグＩＣ５の励振により折り返されたタグアンテナＡＮ１を流れる電流Iは、上面アン
テナ部１２と下面アンテナ部１３とで逆向きに流れる。その結果、上面アンテナ部１２と
下面アンテナ部１３とからは、図５の一点鎖線で示すように、互いに逆向きの電界成分Ｅ
ｂ、Ｅｂ’を有する信号波が放射され、無線タグＴ１の全体から放射される信号はそれら
の合成波となるが、電界の方向が逆向きであるため打ち消しあうように作用する。
【００６１】
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　ところで、互いに逆電界のＥｂ及びＥｂ’を有する信号波がそれぞれ図５において紙面
左右方向に放射するが、この例では、上面アンテナ部１２と下面アンテナ部１３との位置
関係をずれらして配置しているので、誘電体１１の波長短縮の効果も受けて等価電気波長
でλｇｗの位相差を生じる。従って、逆位相の信号波は互いにλｇｗの伝搬を伴った位相
関係で合成され、無線タグＴ１より紙面の横方向に向かって放射されるので、上面アンテ
ナ部１２と下面アンテナ部１３からの放射電波が同じでも合成波が消滅することはない。
さらに、λｇｗによる位相差がπである場合、上面アンテナ部１２と下面アンテナ部１３
とからの放射信号は互いに同相となり、電界成分が加算されて放射効果は最大となる。
【００６２】
　また、この例では、図６に示すように、側面アンテナ部１４を直角に折れ曲るパターン
としているので、その側面アンテナ部１４を縦方向（図５の紙面と直交する方向）に流れ
る電流によって電界成分Ｅｃを有する信号波が放射され、さらに側面アンテナ部１４を横
方向（図５の左右方向）に流れる電流によって電界成分Ｅｄを有する信号波が放射される
ので、前記した上面アンテナ部１２と下面アンテナ部１３とから放射される信号波の放射
方向と合わせて３方向（３軸）に電波を放射することができる。
【００６３】
　ここで、図５の例では、側面アンテナ部１４を折れ曲りパターンとしているが、これに
限られることなく、側面アンテナ部は上面アンテナ部１２と下面アンテナ部１３とを接続
できるパターンであればよく、例えば図７に示すように、上面アンテナ部１２の導体端部
から下面アンテナ部１３の導体端部に向けて斜め下方に傾斜する帯状パターンの側面アン
テナ１４０であってもよい。
【００６４】
　また、図５、図６の各例及び図７の例では、上面アンテナ部１２と下面アンテナ部１３
とを側面アンテナ部１４，１４０にて接続しているが、これらアンテナ部１４，１４０に
替えて、誘電体１１を貫通する棒状の側部アンテナ部（図４参照）にて上面アンテナ部１
２と下面アンテナ部１３とを接続する構造としてもよい。
【００６５】
　＜実施形態３＞
　図８は本発明の無線タグの別の例を示す平面図である。図９は図８の無線タグを斜め上
方から見た斜視図である。
【００６６】
　この例の無線タグＴ２は、直方体形状（または薄い基板状）の誘電体２１と、その誘電
体２１の上面２１ａ、下面２１ｂ及び側面２１ｃにそれぞれ形成された上面アンテナ部２
２、下面アンテナ部２３及び側面アンテナ部２４と、タグＩＣ５とを備えている。
【００６７】
　上面アンテナ部２２と下面アンテナ部２３とは側面アンテナ部２４によって電気的に接
続されており、これら上面アンテナ部２２、下面アンテナ部２３及び側面アンテナ部２４
によって１つのタグアンテナＡＮ２が形成されている。また、タグＩＣ５は、上面アンテ
ナ２２上に実装されており、上面アンテナ部２２の導体端に形成された電極端子部２２ａ
に電気的に接続されている。なお、上面アンテナ部２２と下面アンテナ部２３とは、導体
幅・長さが互いに異なっている。
【００６８】
　そして、この例の無線タグＴ２では、タグアンテナＡＮ２を上面アンテナ部２２、下面
アンテナ部２３及び側面アンテナ部２４によって構成して、タグアンテナＡＮ２を立体的
に折り曲げたパターンとしており、さらに、上面アンテナ部２２をＬ型の折り曲げパター
ンとしている。また、そのＬ型パターンの上面アンテナ部２２、タグＩＣ５、側面アンテ
ナ部２４び下面アンテナ部２３を含めた長さを、通信周波数の等価電気長（λｇ）の略λ
ｇ／２（λｇは誘電体の誘電率効果を含めた等価波長）に設定している。従って、無線タ
グＴ２の長さが略λｇ／４となっており、通常のダイポールアンテナ型の無線タグに比べ
て約１／２に小型化されている。
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【００６９】
　なお、上面アンテナ部２２とタグＩＣ５、側面アンテナ部２４及び下面アンテナ部２３
を含めた長さは、通常のダイポールアンテナと同様に、通信周波数の等価電気長の略１波
長以下（略１波長を含む）であってもよい。
【００７０】
　次に、この例の無線タグＴ２の動作を図８を参照しながら説明する、
　まず、上面アンテナ部２２と下面アンテナ部２３の長さ方向（図８の上下方向）及び側
面アンテナ部２４に平行な電界成分（図８における紙面の前後方向）は、前記した図３及
び図５の各例と同じであり、それらの例と同様の方向に電波が放射される。
【００７１】
　すなわち、図８の一点鎖線で示すように、上面アンテナ部２２と下面アンテナ部２３か
ら紙面と平行で紙面の上下方向の電界成分Ｅｂとなる信号波が紙面の横方向と前後方向に
放射され、また、側面アンテナ部２４から紙面と垂直な方向Ｅｃとなる信号波が放射され
る。
【００７２】
　一方、直角に折り曲げられたＬ型パターンの上面アンテナ部２２からは、上面アンテナ
部２２に流れる電流により、図８の紙面上で横方向の電界Ｅｄを有する信号波が紙面上下
とタグアンテナＡＮ２の上下面方向に放射される。従って、この例の無線タグＴ２では、
互いに直交する３方向（３軸）の電界成分を持つ信号が全方向に対して放射される。
【００７３】
　なお、図８の例においても、図５で説明した側面アンテナ部１４と同じ作用により、側
面アンテナ部２４からも上記の電界Ｅｄと同じ方向の成分を有する信号が放射される。
【００７４】
　ここで、図８の例では、上面アンテナ部２２と下面アンテナ部２３とを側面アンテナ部
２４にて接続しているが、そのアンテナ部２４に替えて、誘電体２１を貫通する棒状の側
部アンテナ部（図４参照）にて上面アンテナ部２２と下面アンテナ部２３とを接続する構
造としてもよい。
【００７５】
　＜実施形態４＞
　図１０は本発明の無線タグの別の例を斜め上方から見た斜視図である。
【００７６】
　この例の無線タグＴ３は、直方体形状（または薄い基板状）の誘電体３１と、その誘電
体３１の上面３１ａ、下面３１ｂ及び側面３１ｃにそれぞれ形成された上面アンテナ部３
２、下面アンテナ部３３及び側面アンテナ部３４と、タグＩＣ５とを備えている。
【００７７】
　上面アンテナ部３２と下面アンテナ部３３とは側面アンテナ部３４によって電気的に接
続されており、これら上面アンテナ部３２、下面アンテナ部３３及び側面アンテナ部３４
によって１つのタグアンテナＡＮ３が形成されている。また、タグＩＣ５は、上面アンテ
ナ３２上に実装されており、上面アンテナ部３２の導体端に形成された電極端子部３２ａ
に電気的に接続されている。なお、上面アンテナ部３２と下面アンテナ部３３とは、導体
幅・長さが互いに異なっている。
【００７８】
　そして、この例の無線タグＴ３では、タグアンテナＡＮ３を上面アンテナ部３２、下面
アンテナ部３３及び側面アンテナ部３４によって構成して、タグアンテナＡＮ３を立体的
に折り曲げたパターンとしており、さらに、上面アンテナ部３２を斜め方向に帯状に傾斜
するパターンとして上面アンテナ部３２を下面アンテナ部３３と異なる形状（投影形状が
異なる形状）とした点に特徴がある。
【００７９】
　なお、この例においても、上面アンテナ部３２、タグＩＣ５、側面アンテナ部３４及び
下面アンテナ部３３を含めた長さを、通信周波数の等価電気長（λｇ）の略λｇ／２（λ
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ｇは誘電体の誘電率効果を含めた等価波長）に設定しており、通常のダイポールアンテナ
型の無線タグに比べて約１／２に小型化されている。
【００８０】
　この例の無線タグＴ３によれば、図１０に示すように、上面アンテナ部３２を流れる電
流により電界Ｅｅを持つ信号波が放射される。この電界成分は、ベクトル分解して図８の
一点鎖線で示すように、図８の例で示したものと同様な横方向電界成分Ｅｄを有する。さ
らに、他の方向への放射についても、図８の例と同じ効果により同様な放射が生じる。従
って、この例の無線タグＴ３においても、３方向（３軸）の電界成分を持つ信号がタグア
ンテナＡＮ３から全方向に対して放射される。
【００８１】
　なお、この例において、上面アンテナ部３２とタグＩＣ５、側面アンテナ部３４及び下
面アンテナ部３３を含めた長さは、通常のダイポールアンテナと同様に、通信周波数の等
価電気長の略１波長以下（略１波長を含む）とすることが好ましい。
【００８２】
　また、この例では、上面アンテナ部３２と下面アンテナ部３３とを側面アンテナ部３４
にて接続しているが、そのアンテナ部３４に替えて、誘電体３１を貫通する棒状の側部ア
ンテナ部（図４参照）にて上面アンテナ部３２と下面アンテナ部３３とを接続する構造と
してもよい。
【００８３】
　＜実施形態５＞
　図１１は本発明の無線タグの別の例を示す縦断面図である。
【００８４】
　この例の無線タグＴ４は、上面４１ａが下面４１ｂに対して傾斜する断面台形状の誘電
体４１と、その誘電体４１の上面４１ａと下面４１ｂ及び２つの側面４１ｃ、４１ｄに、
それぞれ形成された上面アンテナ部４２、下面アンテナ部４３及び２つの側面アンテナ部
４４，４６と、タグＩＣ５とを備えている。
【００８５】
　上面アンテナ部４２と下面アンテナ部４３とは側面アンテナ部４４によって電気的に接
続されており、これら上面アンテナ部４２、下面アンテナ部４３及び２つの側面アンテナ
部４４，４６によって１つのタグアンテナＡＮ４が形成されている。また、タグＩＣ５は
側面アンテナ４４上に実装されており、側面アンテナ部４４の導体端に形成された電極端
子部４４ａに電気的に接続されている。
【００８６】
　この例の無線タグＴ４によれば、下面アンテナ部４３に対して上面アンテナ部４２が傾
斜して配置されているので、タグアンテナＡＮ４に電流Ｉが生じると、上面アンテナ部４
２に平行な電界Ｅｅと、下面アンテナ部４３に平行な電界Ｅａ’が誘起され放射される。
【００８７】
　ここで、上面アンテナ部４２による放射電界成分Ｅｅは、電界Ｅａ’と平行な電界Ｅａ
とＥｃ’とにベクトル分解できるので、前記した側面方向の電界成分Ｅｃ（図３、図５等
参照）と同方向の電界Ｅｃ’が発生する。従って、この例の無線タグＴ４では、少なくと
も２方向（２軸）に電波を放射することができる。
【００８８】
　なお、この例において、上面アンテナ部４２、下面アンテナ部４３及び側部アンテナ部
４４の少なくとも１つのアンテナ部を直角に折れ曲るＬ型パターンとしておけば、互いに
異なる３方向（３軸）に対して電波放射特性をもつようになり、リーダによる通信が異な
る３方向から可能となる。
【００８９】
　また、この例では、上面アンテナ部４２と下面アンテナ部４３とを側面アンテナ部４４
にて接続しているが、そのアンテナ部４４に替えて、誘電体４１を貫通する棒状の側部ア
ンテナ部（図４参照）にて上面アンテナ部４２と下面アンテナ部４３とを接続する構造と
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してもよい。
【００９０】
　＜実施形態６＞
　図１２は本発明の無線タグの別の例を斜め上方から見た斜視図である。
【００９１】
　この例の無線タグＴ５は、上面５１ａが下面５１ｂに対して２方向に傾いた構造の誘電
体５１と、その誘電体５１の上面５１ａと下面５１ｂ及側面５１ｃにそれぞれ形成された
上面アンテナ部５２、下面アンテナ部５３及び側面アンテナ部５４と、タグＩＣ５とを備
えている。
【００９２】
　上面アンテナ部５２と下面アンテナ部５３とは側面アンテナ部５４によって電気的に接
続されており、これら上面アンテナ部５２、下面アンテナ部５３及び側面アンテナ部５４
によって１つのタグアンテナＡＮ５が形成されている。また、タグＩＣ５は上面アンテナ
５２上に実装されている。
【００９３】
　この例の無線タグＴ５によれば、下面アンテナ部５３に対して上面アンテナ部５２が２
方向に傾いた状態で配置されているので、上面と下面の電波放射軸ないしは放射面は異な
った方向を指向するため、タグアンテナＡＮ５の指向特性は異なった方向を指向する。
【００９４】
　なお、この例において、上面アンテナ部５２、下面アンテナ部５３及び側部アンテナ部
５４の少なくとも１つのアンテナ部を直角に折れ曲るＬ型パターンとしておけば、互いに
異なる３方向（３軸）に対して電波放射特性をもつようになり、リーダによる通信が異な
る３方向から可能となる。
【００９５】
　また、この例では、上面アンテナ部５２と下面アンテナ部５３とを側面アンテナ部５４
にて接続しているが、そのアンテナ部５４に替えて、誘電体５１を貫通する棒状の側部ア
ンテナ部（図４参照）にて上面アンテナ部５２と下面アンテナ部５３とを接続する構造と
してもよい。
【００９６】
　さらに、この例において、誘電体５１の上面５１ａの上面アンテナ部５２を下面５１ｂ
に垂直に投影した投影領域と、下面５１の下面アンテナ部５３の形成領域とが相互にずれ
るように各アンテナ部５２、５３を配置するか、あるいは、誘電体５１の上面５１ａの上
面アンテナ部５２を下面５１ｂに垂直に投影した投影形状と、下面５１ｂの下面アンテナ
部５３の形状とが異なる形状としておいてもよい。
【００９７】
　＜実施形態７＞
　図１３は本発明の無線タグの別の例の構成を示す縦断面図である。
【００９８】
　この例の無線タグＴ６は、鋭角をなして互いに隣り合う２面６１ａ，６１ｂを有する断
面直角三角形（くさび形）の誘電体６１と、その２面６１ａ，６１ｂのそれぞれに形成さ
れているとともに、互いに電気的に導通する２つのアンテナ部６２，６３と、タグＩＣ５
とを備えており、それら２つのアンテナ部６２，６３によって１つのタグアンテナＡＮ６
が形成されている。また、誘電体６１の２面６１ａ，６１ｂに形成されたアンテナ部６２
，６３の一方のアンテナ部６２にＩＣタグ５が実装されている。
【００９９】
　この例の無線タグＴ６によれば、見かけ上、側面アンテナ部は有しないが、一方のアン
テナ部６２（上面側）が他方のアンテナ部６３（下面側）に対して傾斜して配置されてい
るので、傾斜配置の一方のアンテナ部６２からから斜め放射される電界成分より、前記し
た図１１の例と同様の電界成分が発生し、タグアンテナＡＮ６の指向特性は異なった方向
を指向する。
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【０１００】
　ここで、図１３の例において、誘電体６１の２面６１ａ，６１ｂのうちの一方の面６１
ａのアンテナ部６２を他方の面６１ｂに垂直に投影した投影領域と、他方の面６１ｂのア
ンテナ部６３の形成領域とが相互にずれるように各アンテナ部６２，６３を配置するか、
あるいは、誘電体６１の２面６１ａ，６１ｂのうちの一方の面６１ａのアンテナ部６２を
他方の面６１ｂに垂直に投影した投影形状と、他方の面６１ｂのアンテナ部６３の形状と
が異なる形状にしておいてもよい。
【０１０１】
　また、図１３の例において、２つのアンテナ部６２，６３の少なくとも１つのアンテナ
部を直角に折れ曲るＬ型パターンとしておいてもよい。
【０１０２】
　なお、図１３の例では、誘電体６１の２面をともに平面としているが、図１４に示すよ
うに、誘電体１６１の２面１６１ａ、１６１ｂの一方の面１６１ａを湾曲面（円曲面）と
し、一方のアンテナ部１６２を湾曲したパターンとしてもよい。この場合、湾曲したパタ
ーンのアンテナ部１６２に沿って電流が流れるので、それより誘起される電界成分も多方
向に向かって放射される。
【０１０３】
　ここで、図１２及び図１３の各例では、誘電体の２面が作る角を鋭角としているが、こ
れに限られることなく、誘電体の２面が作る角を鈍角としても本発明は実施可能である。
【０１０４】
　＜実施形態８＞
　図１５は本発明の無線タグの別の例を示す縦断面図である。図１６は図１５の無線タグ
を上方から見た斜視図である。
【０１０５】
　この例の無線タグＴ７は、直方体形状（または薄い基板状）の誘電体７１と、その誘電
体７１の上面７１ａ、下面７１ｂ及び側面７１ｃにそれぞれ形成された上面アンテナ部７
２、下面アンテナ部７３及び側面アンテナ部７４と、タグＩＣ５とを備えている。
【０１０６】
　上面アンテナ部７２と下面アンテナ部７３とは側面アンテナ部７４によって電気的に接
続されており、これら上面アンテナ部７２、下面アンテナ部７３及び側面アンテナ部７４
によって１つのタグアンテナＡＮ７が形成されている。また、タグＩＣ５は、側面アンテ
ナ７４上に実装されており、側面アンテナ部７４の導体端に形成された電極端子部７４ａ
に電気的に接続されている。さらに、図１６の斜視図に示すように、下面アンテナ部７３
は誘電体７１の下面全体に形成されており、誘電体７１の上面７１ａの一部分に形成され
た上面アンテナ部７２とは、長さ及び幅が異なっている。
【０１０７】
　そして、この例の無線タグＴ７においては、タグアンテナＡＮ７を、上面アンテナ部７
２、下面アンテナ部７３及び側面アンテナ部７４によって構成して、タグアンテナＡＮ７
を立体的に折り曲げたパターンとしている。さらに、上面アンテナ部７２とタグＩＣ５を
含んだ側面アンテナ部７４の長さを、通信周波数の等価電気長（λｇ）の略λｇ／４に設
定しており、下面アンテナ部７３の長さを通信周波数の等価電気長（λｇ）の略λｇ／４
に設定している。従って、無線タグＴ７の長さが略λｇ／４となっており、通常のダイポ
ールアンテナ型の無線タグに比べて約１／２に小型化されている。
【０１０８】
　なお、上面アンテナ部７２とタグＩＣ５を含んだ側面アンテナ部７４の長さと、下面ア
ンテナ部７３の長さは、通信周波数の等価電気長の略１／２波長以下（略１／２波長を含
む）であることが好ましい。
【０１０９】
　次に、この例の無線タグＴ７動作を図１５及び図１７を参照しながら説明する。
まず、この例の無線タグＴ７が単独で存在する場合（図１５の状態）、図３にて説明した
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動作と放射特性を有する無線タグとして動作するので、その詳細な説明はここでは省略す
る。
【０１１０】
　一方、この例の無線タグＴ７を、タグアンテナＡＮ７の放射部よりも大きな面積を有す
る金属体１００に貼り付けた場合を想定すると、図１７に示すように、下面アンテナ部７
３は金属体表面１０１に接し、金属体表面１０１と高周波的に接続される。
【０１１１】
　このとき、金属体表面１０１では、当該表面と平行な電界成分は存在できないから、上
面アンテナ７２から放射される電界成分が金属体表面１０１で打ち消すような放射を伴う
イメージアンテナ１０２が金属体表面１０１を介して実在のアンテナと反対側に設置され
たものと等価になる。
【０１１２】
　このイメージアンテナ１０２は、金属体表面（接地面）１０１に対して実在するアンテ
ナと対称的に設けられたアンテナであり、上面アンテナ部７２とは逆向きの電流が流れ、
それにより誘起された電界が図１７の紙面横方向に向かって放射される。従って、上面ア
ンテナ部７２より外部へ放射される電波信号は、上面アンテナ部７２からの放射とイメー
ジアンテナ１０２からの放射が合成されたものと見なせる。なお、図中矢印の一点鎖線と
二点鎖線はそれぞれ上面アンテナ部７２とイメージアンテナ１０２から放射される電界成
分の方向を示している。
【０１１３】
　ここで、実在するアンテナとイメージアンテナの電界方向は逆向きであり、相殺する方
向であるが、図１７において、イメージアンテナ１０２からの紙面上方への放射電界は、
実在のアンテナとイメージアンテナ１０２との間の距離つまり電気長Ｈｇに相当する距離
を進行するに従って位相回転を生じ、その合成波は位相差により有効な信号強度を発生さ
せる。そして、誘電体７１の誘電率が誘電体内の信号伝搬波長を短縮化するため、より大
きな位相回転を与え有効な電波放射に寄与することができる。特に、電気長Ｈｇ／２が信
号の等価電気波長（λｇ）のλｇ／４である場合に、前記した合成波は同相となり最も強
い電波放射が上方向に向かって生じる。なお、側面アンテナ部７４を流れる電流は逆方向
成分がなく、側面アンテナ部７４を流れる電流により誘導された電界は側面と平行に放射
される。
【０１１４】
　以上のように、この例の無線タグＴ７は、タグ単体で本来の動作原理でタグ動作を行う
とともに、金属体に貼り付けた時には、上記動作を示し金属物体にも利用できる大きな利
点がある。
【０１１５】
　なお、この例では、タグＩＣ５を側面アンテナ部７４に実装しているが、これに限られ
ることなく、タグＩＣ５は上面アンテナ部７２に実装しておいてもよい。
【０１１６】
　また、この例において、上面アンテナ部７２（もしくは側部アンテナ部７４）を直角に
折れ曲るＬ型パターンとしておけば、互いに異なる３方向（３軸）に対して電波放射特性
をもつようになり、リーダによる通信が異なる３方向から可能となる。
【０１１７】
　さらに、この例において、誘電体７１の上面７１ａの上面アンテナ部７２を下面５１ｂ
に投影した投影領域と、下面７１ｂの下面アンテナ部７３の形成領域とが相互にずれるよ
うに各アンテナ部７２、７３を配置するか、あるいは、誘電体７１の上面７１ａの上面ア
ンテナ部７２を下面７１ｂに垂直に投影した投影形状と、下面７１ｂの下面アンテナ部７
３の形状とが異なる形状としておいてもよい。
【０１１８】
　ここで、以上のような無線タグを金属体に貼り付ける場合の動作等に関しては、図１３
の無線タグＴ６においても同様なことが言える。
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【０１１９】
　＜実施形態９＞
　図１８及び図１９はそれぞれ本発明の無線タグの別の例を示す斜視図である。
【０１２０】
　図１８に示す無線タグＴ８は、直方体形状（または薄い基板状）の誘電体８１に形成し
た上面アンテナ部８２、下面アンテナ部８３及び側面アンテナ部８４からなるタグアンテ
ナＡＮ８と、タグＩＣ５とを備えており、その上面アンテナ部８２の導体幅を部分的に細
くすることによってリアクタンス成分を形成してインピーダンスの整合回路８６を設けて
いる点に特徴がある。このように、上面アンテナ部８２に細い導体でインダクタンス成分
を形成することで、タグＩＣの強い容量性分を打ち消すことができる。なお、図１８のよ
うなリアクタンス整合回路８６に替えて、集中定数リアクタンス部品を用いてもよい。
【０１２１】
　図１９に示す無線タグＴ９は、直方体形状（または薄い基板状）の誘電体９１に形成し
た上面アンテナ部９２、下面アンテナ部９３及び側面アンテナ部９４からなるタグアンテ
ナＡＮ９と、タグＩＣ５とを備えており、上面アンテナ部９２と下面アンテナ部９３に、
その各アンテナ部９２，９３に流れる電流と直交する方向に沿って切り込み（スリット）
９２ｓ，９３ｓを設けた点に特徴がある。このような切り込み９２ｓ，９３ｓを設けるこ
とにより電流経路が長くなり、リアクタンス成分が発生するので、その分だけ、上面アン
テナ部９２と下面アンテナ部９３の各長さを短くすることができ、タグ全体の小型化を図
ることができる。なお、切り込み９２ｓ，９３ｓに替えて、上面アンテナ部９２と下面ア
ンテナ部９３の各周縁部に凸部を設けて、アンテナ長さを短くするようにしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１２２】
　本発明は、ＦＡ・物流・流通・商品の履歴管理などの各種分野において通信の信頼性・
操作性が高くて利用範囲の広いＲＦＩＤシステムを構築する際に有効に利用できる。
【図面の簡単な説明】
【０１２３】
【図１】本発明の無線タグの一例を示す平面図（Ａ）及び中央縦断面図（Ｂ）を併記して
示す図である。
【図２】図１の無線タグを上面側から見た斜視図（Ａ）及び下面側から見た斜視図（Ｂ）
を併記して示す図である。
【図３】図１の無線タグの動作説明図である。
【図４】本発明の無線タグの他の例を上面側から見た斜視図（Ａ）及び下面側から見た斜
視図（Ｂ）を併記して示す図である。
【図５】本発明の無線タグの別の例を示す平面図である。
【図６】図５の無線タグを上面側から見た斜視図である。
【図７】本発明の無線タグの別の例を斜め上方から見た斜視図である。
【図８】本発明の無線タグの別の例を示す平面図である。
【図９】図８の無線タグの斜め上方から見た斜視図である。
【図１０】本発明の無線タグの別の例を斜め上方から見た斜視図である。
【図１１】本発明の無線タグの別の例を示す縦断面図である。
【図１２】本発明の無線タグの別の例を斜め上方から見た斜視図である。
【図１３】本発明の無線タグの別の例を示す縦断面図である。
【図１４】本発明の無線タグの別の例を示す縦断面図である。
【図１５】本発明の無線タグの別の例を示す縦断面図である。
【図１６】図１５の無線タグの斜め上方から見た斜視図である。
【図１７】図１５の無線タグを金属体に貼り付けた際の動作説明図である。
【図１８】本発明の無線タグの別の例を斜め上方から見た斜視図である。
【図１９】本発明の無線タグの別の例を斜め上方から見た平面図である。
【図２０】ＲＦＩＤシステムの基本構成を示す図である。
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【図２１】従来の無線タグの一例を示す平面図である。
【符号の説明】
【０１２４】
　Ｔ０　無線タグ
　ＡＮ　タグアンテナ
　１　誘電体
　１ａ　上面
　１ｂ　下面
　１ｃ　側面
　２　上面アンテナ部
　２Ａ　電極端子
　３　下面アンテナ部
　４　側面アンテナ部（側部アンテナ部）
　５　タグＩＣ
　６　棒状の側部アンテナ部
　Ｔ１　無線タグ
　ＡＮ１　タグアンテナ
　１１　誘電体
　１２　上面アンテナ部
　１３　下面アンテナ部
　１４　側面アンテナ部（クランク状またはＬ型パターン）
　Ｔ２　無線タグ
　ＡＮ２　タグアンテナ
　２１　誘電体
　２２　上面アンテナ部（Ｌ型パターン）
　２３　下面アンテナ部
　２４　側面アンテナ部
　Ｔ３　無線タグ
　ＡＮ３　タグアンテナ
　３１　誘電体
　３２　上面アンテナ部（傾斜帯状パターン）
　３３　下面アンテナ部
　３４　側面アンテナ部
　Ｔ４　無線タグ
　ＡＮ４　タグアンテナ
　４１　誘電体（断面台形状）
　４２　上面アンテナ部
　４３　下面アンテナ部
　４４　側面アンテナ部
　Ｔ５　無線タグ
　ＡＮ５　タグアンテナ
　５１　誘電体
　５２　上面アンテナ部
　５３　下面アンテナ部
　５４　側面アンテナ部
　Ｔ６　無線タグ
　ＡＮ６　タグアンテナ
　６１　誘電体（断面直角三角形）
　６１ａ，６１ｂ　２面
　６２，６３　アンテナ部
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　Ｔ７　無線タグ
　ＡＮ７　タグアンテナ
　７１　誘電体
　７２　上面アンテナ部
　７３　下面アンテナ部
　７４　側面アンテナ部
　８６　整合回路
　９２ｓ、９３ｓ　切り込み
　ＲＷ　リーダ
　ＲＡ　リーダアンテナ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図１３】
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【図１５】

【図１６】

【図１７】
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【図１９】
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